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亘理伊
だ

達
て

家
け

の歴代領主の特集３回目は、領主たちと仙
せん

台
だい

藩
はん

主
しゅ

との信
しん

頼
らい

関係についてです。 

仙台藩主の信頼厚かった領主たち 

仙台藩家臣の最高格である「一門」の第二席だった亘理伊達家の領主たちは、藩政を精力的に助けた

ことにより藩主から特に信頼されていたようです。彼らの間柄を
あいだがら

示すエピソードを紹介し
しょうかい

ます。 

 

○伊達成
しげ

実
ざね

 

初代成実(1568-1646)は伊達政
まさ

宗
むね

・忠
ただ

宗
むね

親子を支えました。仙台藩が江戸城
え ど じ ょ う

修築

を命じられた際には政宗の代理として江戸へ出向き工事を監
かん

督
とく

しました。藩のために

力を奮
ふる

う成実を、忠宗は厚く信頼していたようで、正保２
しょうほう

年(1645)病の成実に宛
あ

て

た書状では「常々、養生の御心懸
おこころがけ

油断無く成され、何とぞ長命ニ御座候
ござそうろう

様ニ朝暮
ちょうぼ

存
ぞん

じ

候間〔常に油断無く養生を心掛
こころが

けてください。どうか長生きしてほしいといつも願っ

ています〕」と記していて、成実に対する思いの強さがうかがえます。 

 

 ○伊達村
むら

成
しげ

 

６代村成(1686-1726)は江戸において仙台藩の政務に尽力す
じんりょく

ることが多く、正徳
しょうとく

２年(1712)には日光東照宮修復事業の総奉行
そうぶぎょう

を務め幕府から褒賞を
ほうしょう

受けました。ま

た、藩主吉
よし

村
むら

が狩猟の
しゅりょう

ため鳥の海に訪れ
おとず

た際に手厚くもてなしたこともあり、享保８
きょうほう

年(1723)には吉村から雪薄の
ゆきすすき

家
か

紋
もん

を賜り
たまわ

ました。享保１１年(1726)５月に村成が病

にかかると、吉村は何度も見
み

舞
ま

い、医者を派
は

遣
けん

して療養に
りょうよう

あたらせました。 

 

○伊達宗
むね

賀
よし

 

１１代宗賀(1785-1852)は領主となって以
い

降
こう

、幼少の
ようしょう

９代藩主周
ちか

宗
むね

を補
ほ

佐
さ

しました。その功により

文
ぶん

化
か

９年(1812)500石の領地加増を受けたほか、１０代藩主斉
なり

宗
むね

から「宗」の字を賜り実
さね

孝
たか

から改め

宗賀と名乗るようになりました。翌
よく

年
ねん

には斉宗から刀、茶器、掛
かけ

軸
じく

などをもらい受け、文
ぶん

政
せい

４年(1821)

に江戸初参
さん

勤
きん

の１１代藩主斉
なり

義
よし

が宗賀の仙台屋
や

敷
しき

に立ち寄り刀を授けるという出来事もありました。 

 

  このように、仙台藩主から亘理伊達家領主への贈
おく

り物
もの

や気
き

遣
づか

いのエピソードは数多く確
かく

認
にん

できます。

成実をはじめ歴代領主の挙げた功績は亘理領内にとどまらず、仙台藩にとっても非常に大きなものだっ

たのですね。 
 

次回は亘理伊達家にまつわる歴史資料をご紹介します。お楽しみに！ 

次号の「郷土しりょうかん」は、１月に発行する予定です。 

郷土資料館、図書館、各公共施設
かくこうきょうしせつ

の窓口
まどぐち

に置きますのでご覧
らん

ください。 

～亘理を築いた人々～亘理伊達家を知ろう！（３） 

▲ 伊達成実木造彩色甲冑像 

▲ 雪薄の家紋 



▲ 解説会の様子 

 

 亘理伊達家の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

である大
だい

雄
おう

寺
じ

には歴代領主の墓所があり、その中

心にあるのが初代領主伊達成実の眠
ねむ

る霊
たま

屋
や

です。 

霊屋は正保３年(1646)に成実が７９歳で亡
な

くなってから間もなく

築かれ、中には軍
ぐん

扇
せん

を持つ甲冑姿の
かっちゅうすがた

成実木像が納
おさ

められました。霊屋は

江戸時代初期を代表する霊屋建築として宮
みや

城
ぎ

県
けん

の指定文化財になって

います。 

今年度も８月１６日(水)に霊屋を

開帳して成実木像を一
いっ

般
ぱん

公開し、 

21９人が参
さん

拝
ぱい

されました。当日は奥州・
おうしゅう

仙
せん

台
だい

おもてなし集団伊達

武将隊
ぶしょうたい

の伊達成実さんと、郷土資料館学芸員による現地解説会を行い

ました。成実の生涯や
しょうがい

人物像、徳川家康との関係などについて成実さん

自作の紙
かみ

芝
しば

居
い

を交えながら解説し、２回で合計９７人にご参加いただ

きました。 

 

＊日 時 令和６年１月 16 日(火) ９：０0～16：０0 

＊場 所 亘理領主伊達氏歴代墓所（大雄寺境
けい

内
だい

 亘理町字泉
いずみ

ヶ
が

入
いり

８７－２） 

 

 

  『亘理町史 自然編』刊行記念事業として、８月２０日(日)と９月１０日(日)の２回にわたり自然観察会

を実施しました。宮城県の自然環境保
かんきょう

全地
ち

域
いき

に指定されている亘理町の海浜を散
さん

策
さく

し、動植物に触
ふ

れて豊

かな自然環境を知る機会としました。 

１回目の「海岸林を探
たん

検
けん

しよう！」には、小学生４人が参加し、講

師の東聖史
ひがししょうじ

さん(NPO 法人わたりグリーンベルトプロジェクト代表

理事・『亘理町史自然編』執
しっ

筆
ぴつ

者
しゃ

)の解説を聞きながら砂
すな

浜
はま

やマツ林・

ハンノキ林を探検し、植物のにおいを体感したり、植物や生き物の観

察を行ったりしました。海岸林の自然環境に触れた参加者からは「楽

しかった」「いろんな生き物を見られてよかった」との感想がありま

した。 

 

２回目の「亘理の自然を知ろう！」には、一般８人が参加し、海岸

林の変化や防潮堤の
ぼうちょうてい

移り変わりなどの解説を聞き亘理の自然につい

て学びました。現地で植物や昆虫に
こんちゅう

触れた参加者からは「非常にいい

経験になった」と感想があり、実りある観察会になりました。 

 

 

 

 

▲ 伊達成実霊屋参拝の様子 

▲ ハマヒルガオ観察の様子(8/20) 

▲マツ林説明の様子(9/10) 



 

  ８月５日(土)から９月２７日(水)まで、企
き

画
かく

展
てん

示
じ

室
しつ

で『亘理町史 自然

編』刊行記念写真展「わたり らんまん―亘理町の自然―」の第１部を

開
かい

催
さい

しました。この写真展は、自然編に掲
けい

載
さい

された写真を中心に展示し

て亘理の豊かな自然について知る機会としました。第１部は１４５２人

にご覧いただき、「町内の自然を知ることができた」「亘理の自然の奥
おく

深
ぶか

さがよくわかった」などの声をいただきました。 

１０月１日(日)からは、三つのコーナーの写真を入れ替
か

え、１１月 

２６日(日)まで第２部を開催しています。第１部をご覧になった方もぜひまた足をお運びください。 

 

今年度は『亘理町史 自然編』刊行を記念して、「ふるさと わたりの自然と人の営み」をテーマに講演会

を開講します。みなさまのご参加をお待ちしています。なお、ものしり大学院は事前申
もう

し込
こ

み制としていま

す。ご了承く
りょうしょう

ださい。 

テーマ「ふるさと わたりの自然と人の営み」 

●講師 平
ひら

吹
ぶき

 喜
よし

彦
ひこ

 氏(東北学院大学 地域総合学部地域コミュニティ学科教授・『亘理町史自然編』執筆者) 

●日時 １１月３日(金・祝) １３：３０～１５：３０(開場１３：００～) 

●会場 図書館 視聴覚
しちょうかく

ホール(悠
ゆう

里
り

館
かん

３階) 

●参加 郷土資料館窓口または電話(34-8701)で申し込み、定員８０人(先着順)、無料 

 

 

  １１月３日(金・祝)「文化の日」は、郷土資料館を

特別開館し、さまざまなイベントを行います。 

  今回限定のチャレンジクイズをはじめ、伝統ある

郷土芸能の演
えん

舞
ぶ

会
かい

など、普
ふ

段
だん

は見ること・体験する

ことができないものばかりです。 

ぜひお越
こ

しください。 

 

時間 １０：３０～１１：３０ 

場所 エントランスホール(悠里館１階) 

内容 町指定無形民
みん

俗
ぞく

文化財の「牛袋
うしふくろ

法
ほう

印
いん

神
かぐ

楽
ら

」「亘理枡
ます

取
と

り舞
まい

」を披
ひ

露
ろう

します。亘理

の伝統的な民俗芸能をぜひご覧くださ

い。このほか、「亘理獅
し

子
し

舞
まい

」の装束
しょうぞく

展示

も行います。 

郷土芸能演舞会 

時間 ９：００～１６：３０ 

場所 常設展示室 

内容 開催中の写真展にあわせて動植物や昆

虫の切り絵・ぬり絵、昔のおもちゃで遊

べる体験コーナーがあります。この機会

にいろいろな体験をしてみてはいかが

でしょうか。 

体験コーナー 

時間 ９：００～１６：３０ 

場所 常設展示室・企画展示室 

内容 常設展と写真展の展示内容を問題にし

た特別なチャレンジクイズを実施しま

す。全問正解者には記念品をプレゼント

しますので、みなさまのチャレンジをお

待ちしています。 

チャレンジクイズ 

▲ 写真展(第１部)観覧の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔶    は休館日 

※上映会は「わたり復興の歩み」を終日上映 

 時間 ９：００～１６：３０ 

 場所 悠里館１階エントランスホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

１ 

写真展 

２部開始 

２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ 

スポーツ
の日 

１０ １１ １２ １３ １４ 

上映会 

１５ 

上映会 

１６ 1７ 1８ 1９ ２０ ２1 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 2７ 

資料 
整理日 

2８ 

２９ ３０ ３１     

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

上映会 

1０ 

上映会 

1１ 1２ 1３ 1４ １５ １６ 

１７ １８ １９ 2０ 2１ ２２ 

資料 
整理日 

2３ 

2４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

年末休館 

２９ 

(31日 

３０ 

まで) ３１ 

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ 

文化の日 

特別開館 

４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

上映会 

1２ 

上映会 

1３ 1４ 1５ 1６ 1７ １８ 

１９ ２０ 2１ 2２ 2３ 

勤労感謝
の日 

2４ 

資料 
整理日 

2５ 

2６ 

写真展 

２部終了 

2７ ２８ ２９ ３０   

１０月 １１月 

１２月 

郷土資料館利用案内 

＊開館時間…9：00～16：30(入館は 16：00まで) ＊観覧料…無料 ※特別展等有料の場合あり 

常設展 

Ｒ５.７.１～９.３０ 
●開館日数…７４日間 
●観覧者数…２,４１３人(１日平均３３人) 
  

Ｒ５.８.５～９.２７ 

●開館日数…４３日間 
●観覧者数…１,４５２人(１日平均３４人) 

今年は８月が過ぎても暑い日が続き、「本当に秋は来るのか？」と思ったのは私だ
わたし

けではないと思います。

それでもしだいに、日
にち

没
ぼつ

の時間が早くなる、虫の鳴き声が変わる、新米が出る、と周囲に目を向けると着実

に秋が訪れていることに気付かされました。まずは、亘理発祥の
はっしょう

「はらこめし」を味わって、秋の到
とう

来
らい

を噛
か

みしめたいと思います。 

さて、郷土資料館では引き続き『亘理町史 自然編』の刊行記念事業を実施します。写真展(第２部)やもの

しり大学院など、亘理の自然を知る絶好の機会ですので、ぜひ足をお運びください。 


